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矢吹省司 腰痛症 泉孝英 ガイドライン外来
診療2020 

日経メディ
カル開発 

東京 2020 274-280 

牛田享宏,福
井聖,川﨑元
敬 

 牛田享宏,福
井聖,川﨑元
敬 

慢性疼痛ケースカ
ンファレンス 痛み
にチームでアプロ
ーチ！ 

メジカルビ
ュー社 

東京 2020  

田口敏彦,飯
田宏樹,牛田
享宏 

 田口敏彦,飯
田宏樹,牛田
享宏 

疼痛医学 医学書院 東京 2020  

山下敏彦 痛みの基礎科学と
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井樋栄二,吉
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弘,田中栄, 
高木理彰 

標準整形外科学 医学書院 東京 2020 82-87 

山下敏彦 腰背部痛 永井良三 今日の診断指針 医学書院 東京 2020 290-293 

山下敏彦 神経障害性疼痛 田口敏彦, 飯
田宏樹, 牛田
享宏 

疼痛医学 医学書院 東京 2020 119-125 

表 圭一 末梢作動性オピオ
イドは,神経障害性
疼痛に対して,中枢
性の副作用を呈す
ることなく自発性,
持続性疼痛を抑制
する 

新山幸俊 日めくり麻酔科エ
ビデンスアップデ
ート３ 

克誠堂出版 東京 2020 194-195 

表 圭一 骨折後の適切な運
動やリハビリは，CR
PSの発症や症状悪
化を抑制する 

新山幸俊 日めくり麻酔科エ
ビデンスアップデ
ート３ 

克誠堂出版 東京 2020 196-197 

表 圭一 脊髄刺激療法の内

因性下行性抑制系

の賦活により，慢性

疼痛における自律

神経系の乱れを回

復させる 

新山幸俊 日めくり麻酔科エ
ビデンスアップデ
ート３ 

克誠堂出版 東京 2020 198-199 

表 圭一 神経障害性疼痛患

者に対して，その罹

患期間にかかわら

ず，プレガバリンは

有効である 

新山幸俊 日めくり麻酔科エ

ビデンスアップデ

ート３ 

克誠堂出版 東京 2020 200-201 

表 圭一 椎間板性腰痛症は，

椎間板症における

炎症機序ではなく，

神経障害性要因が

大きく寄与してい

る 

新山幸俊 日めくり麻酔科エ

ビデンスアップデ

ート３ 

克誠堂出版 東京 2020 202-203 
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Hiroshi Oza
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oichi Kokub
un 

Posterior Osteoto
my and Reconstruc
tion for Osteopro
tic Vertebral Col
lapse 

Chen, Po-qu
ang; Lin, R
uey-mo; Tsa
i, Keh-sung 

Osteoporosis Of T
he Spine: Asian P
erspectives. 

World Scie
ntific 

Singapore 2021 582-590 

山口重樹 痛みとアディクシ
ョン―オピオイド
依存という医原性
症候群 

松本俊彦 アディクション・
スタディーズ 薬物
依存症を捉えなお
す１３章 

日本評論社 東京 2020 134-168 

山口重樹 麻酔に用いられる
麻薬性鎮痛薬と鎮
静薬 

山蔭道明, 
廣田和美 

最新主要文献とガ
イドラインでみる
麻酔科学レビュー2
021 

総合医学社 東京 2020 61-71 

倉田二郎  倉田二郎 痛みのバイオマー
カーとしての機能
的脳画像診断法 

真興交易医
書出版部 

東京 2020 372 

井関雅子,村
上安壽子 

線維筋痛症 牛田享宏,福
井聖,川崎元
敬 

痛みにチームでア
プローチ!慢性疼痛
ケースカンファレ
ンス 

メジカルビ
ュー社 

東京 2020 354-369 

井関雅子 慢性一次性疼痛症
候群 

田口敏彦,飯
田宏樹,牛田
享 

疼痛医学 ｢疼痛医学｣
教科書制作
研究会 

山口 2020 102-108 

今村佳樹,岡
田明子 

口腔痛、顎関節症 田口敏彦,飯
田宏樹,牛田
享宏 

疼痛医学 三美印刷 山陽小野
田市 

2020 155-163 

北原雅樹,繁
田雅弘,坂本
昌也,他7名 

 

長生きできる方法 

食事編、運動編、睡
眠編、生活習慣編、
治療法編 

柿内尚史 最強の医師団が教
える 

長生きできる方法 

アスコム 東京 2020 P42  

P62  

P86 

P120  

P192  

P194 

P198 

杉浦健之  慢性疼痛をもたら
す疾患:原因と病態
 神経障害性疼痛:
総論 

牛田享宏,福
井 聖.川崎元
敬 

慢性疼痛ケースカ
ンファレンス  

メジカルビ
ュー社 

東京 2020 18-21 

杉浦健之,牛
田享宏 

第 I 編 総論:痛み

の多元性 3 慢性疼

痛の分類と ICD-11 

野口光一,矢
吹省司,上園
晶一,山口重
樹,池内昌彦 

疼痛医学 医学書院 東京 2020 11-17 

丸山一男 第1章 麻酔関連薬 
6. 輸液製剤 

丸山一男 周術期の薬の使い
方 パーフェクトガ
イド 

じほう 東京 2021 46-51 
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丸山淳子 第2章 術中管理に
使う薬 6. 酸・塩
基平衡異常 

丸山一男 周術期の薬の使い
方 パーフェクトガ
イド 

じほう 東京 2021 93-99 

丸山一男,横
地歩,坂本 
正 

第4章 術後合併症
の予防と治療 1. 
術後痛・発熱 

丸山一男 周術期の薬の使い
方 パーフェクトガ
イド 

じほう 東京 2021 122-131 

丸山一男 第7章 周術期の患
者管理 2. 漢方薬 

丸山一男 周術期の薬の使い
方 パーフェクトガ
イド 

じほう 東京 2021 122-131 

福井聖,佐田
蓉子,西脇侑
子 

神経破壊技術を用
いた神経ブロック
（パルス高周波法
を含む） 

野口光一,矢
吹省司,上園
晶一,山口重
樹,池内昌彦 

（編集協力
 福井聖 

） 

疼痛医学 

 

株式会社 
医学書院 

東京 2020 341-346 

久郷真人,榎
本聖香,安達
友紀,福井聖 

慢性頚肩腕痛に対
して集学的アプロ
ーチを行ったケー
ス 

牛田享宏,福
井聖,川﨑元
敬 

慢性疼痛ケースカ
ンファレンス 

 

株式会社メ
ジカルビュ
ー社 

東京 2020 234-245 

福谷直人,伊
藤かよこ 

 福井 聖  
（監修） 

「腰が痛い」と思っ
たらとにかく読む
本 

大日本印刷
株式会社 

東京 2020 1-230 

岩下成人,福
井聖 

Voxel-based 

morphometry(VBM) 

倉田二郎 痛みのバイオマー
カーとしての機能
的脳画像診断法 

真興交易
（㈱）医書
出版部 

東京 2020 97-107 

岩下成人,福
井聖 

慢性疼痛における
神経機能評価-MRS
による知見- 

倉田二郎 痛みのバイオマー
カーとしての機能
的脳画像診断法 

真興交易
（㈱）医書
出版部 

東京 2020 276-283 

 

福井聖、,新田
一仁 

 

慢性疼痛における
神経機能評価―VB
Mによる知見― 

倉田 二郎 痛みのバイオマーカ
ーとしての機能的脳
画像診断法 

真興交易
（㈱）医書
出版部 

東京 2020 284-292 

 

松原貴子 診断・評価（定量的
感覚検査QST） 

慢性疼痛治
療ガイドラ
イン作成委
員会 

慢性疼痛診療ガイ
ドライン 

厚生労働
省，Mind
s，真興交
易 

東京 2021 

書籍版:i
n press 

33（書籍
版） 

松原貴子 痛み 木村貞治 ,高
橋哲也 ,内昌
之編 

障害別運動療法学
の基礎と臨床実践 

金原出版 東京 2020 118-155 

松原貴子,城
由起子,尾張
慶子 

定量的評価 田口敏彦,飯
田宏樹,牛田
享宏 

疼痛医学 医学書院 東京 2020 208-215 

松原貴子 慢性疼痛の評価．評
価項目 

牛田享宏 ,福
井聖 ,川﨑元
敬 

慢性疼痛ケースカ
ンファレンス 

メジカルビ
ュー 

東京 2020 26-29 

西田圭一郎,
鉄永智紀,尾
崎敏文 

関節外科技術の疼
痛への応用. 第IV
編 痛みの評価と治
療. 2. 治療, 6.手
術療法または外科
的治療 

田口敏彦,飯
田宏樹,牛田
享宏 

疼痛医学 医学書院 東京 2020 347-352 
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西田圭一郎 関節リウマチの疼
痛発生機序と治療
戦略. 第3章 症
状・原因疾患に応
じた治療戦略 

池内昌彦 長引く膝の痛みに
対する治療戦略 

日本醫事新
報社 

東京 2020 88-94 

西田圭一郎 変形性関節症（骨
関節炎）. 第13章 
膠原病. リウマチ
性疾患、原発性免
疫不全症 

矢崎義雄 新臨床内科学 第10
版 

医学書院 東京 2020 1795-1797 

川﨑元敬 がんの痛み：乳癌の
脊椎転移のケース 

牛田享宏 ,福
井聖 ,川﨑元
敬 

痛みにチームでア
プローチ !  慢性疼
痛ケースカンファ
レンス 

メジカルビ
ュー社 

東京 2020 439-448 

園畑素樹,平
川奈緒美,松
島淳,馬渡正
明 

THA術後慢性痛のケ
ース 

牛田享宏,福
井聖,川﨑元
敬 

慢性疼痛ケースカ
ンファレンス 

MEDICAL VI
EW 

東京 2020 301-311 

園畑素樹,馬
渡正明 

運動器の痛みとバ
イオメカニクス 

田口敏彦,飯
田宏樹,牛田
享宏 

疼痛医学 医学書院 東京 2020 73-78 
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Shoji Yabuki, Kozue 
Takatsuki, Koji Otan
i, Takuya Nikaido, K
azuyuki Watanabe, Ki
nshi Kato, Hiroshi K
obayashi, Junichi Ha
nda, Shin-ichi Konno 

Headache in patients with cervi
cal spondylotic myelopathy 

J Pain Res & Man
agement 

Sep 28 8856088 2020 

岩崎稔,会田記章,北原
エリ子,藤原俊之,村上
安壽子,本谷亮,青木俊
太郎,笠原諭,高橋直
人,松平浩,井関雅子,
丹羽真一,矢吹省司 

行動科学的アプローチ統合リハビ
リテーションツール「E-ABA」の紹
介 

ペインクリニック 41(9) 1181-1192 2020 

二階堂琢也,矢吹省司 脊椎・脊髄疾患治療の今 脊椎外科
医から理学療法士に期待すること 

PTジャーナル 54(7) 746-752 2020 

本幸枝,谷本真実,岩崎
稔,笠原諭,高橋直人,
松平浩,丹羽真一,矢吹
省司 

慢性疼痛に対する動機づけ面接―
看護師の立場からー 

ペインクリニック 41(9) 1171-1180 2020 

Kinshi Kato, Masahik
o Sumitani, Miho Sek
iguchi, Takuya Nikai
do, Shoji Yabuki, Sh
in-Ichi Konno 

Development of a severity discr
imination scale based on physic
al quality of life for patients
 with chronic pain 

J Orthop Sci Nov 9 S0949-2658
(20)30293-
1 

2020 

Watanabe K, Otani K,
 Tominaga R, Kokubun
 Y, Sekiguchi M, Fuk
uma S, Kamitani T, N
ikaido T, Kato K, Ko
bayashi H, Yabuki S,
 Kikuchi SI, Konno S
I 

Sagittal imbalance and symptoms
 of depression in adults: Locom
otive Syndrome and Health Outco
mes in the Aizu Cohort Study (L
OHAS) 

Eur Spine J Nov 22 Doi: 10.10
07/s00586-
020-06660-
9 

2020 

Raja SN, Carr DB, Co
hen M, Finnerup NB, 
Flor H, Gibson S, Ke
efe FJ, Mogil JS, Ri
ngkamp M, Sluka KA, 
Song XJ, Stevens B, 
Sullivan MD, Tutelma
n PR, Ushida T, Vade
r K 

The revised International Assoc
iation for the Study of Pain de
finition ofpain:concepts,challe
nges,andcompromises 

Pain 161(9) 1976-1982 2020 

Suzuki H, Aono S, In
oue S, Imajo Y, Nish
ida N, Funaba M, Har
ada H, Mori A, Matsu
moto M, Higuchi F, N
akagawa S, Tahara S,
 Ikeda S, Izumi H, T
aguchi T, Ushida T, 
Sakai T  

Clinically significant changes 
in pain along the Pain Intensit
y Numerical Rating Scale in pat
ients with chronic low back pai
n 

PLoS One 15(3) e0229228 2020 

 

 

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Kato+K&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Sumitani+M&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Sumitani+M&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Sekiguchi+M&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Sekiguchi+M&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Nikaido+T&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Nikaido+T&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Yabuki+S&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Konno+SI&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Konno+SI&cauthor_id=33183936


- 136 - 

 

 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Ushida T, Inoue T, M
atsui D, Yokoyama M,
 Shiosakai K, Takeda
 K, Fukuoka K, Nakag
awa O, Okuizumi K 

Cross-sectional study of patien
t satisfaction with oral analge
sics in patients with chronic p
ain in Japan 

Expert Opin Phar
macother 

21(8) 983-991 2020 

Tanaka S, Nishigami 
T, Wand BM, Stanton 
TR, Mibu A, Tokunaga
 M, Yoshimoto T, Ush
ida T 

Identifying participants with k
nee osteoarthritis likely to be
nefit from physical therapy edu
cation and exercise: A hypothes
is-generating study 

Eur J Pain 25(2) 485-496 2020 

Freynhagen R, Baron 
R, Kawaguchi Y, Mali
k RA, Martire DL, Pa
rsons B, Rey RD, Sch
ug SA, Jensen TS, Tö
lle TR, Ushida T, Wh
alen E 

Pregabalin for neuropathic pain
 in primary care settings: reco
mmendations for dosing and titr
ation 

Postgrad Med 133(1) 1-9 2020 

Shiro Y, Nagai S, Ha
yashi K, Aono S, Nis
hihara M, Ushida T 

Changes in visual attentional b
ehavior in complex regional pai
n syndrome: A preliminary study 

PLoS One 16(2) e0247064 2020 

寺嶋祐貴,城由起子,青
野修一,尾張慶子,新井
健一,井上真輔,松原貴
子,西原真理,牛田享宏 

各世代における慢性疼痛への影響
因子の違い 

PAIN RESEARCH 35(2) 107-110 2020 

城由起子,寺嶋祐貴,青
野修一,松原貴子,牛田
享宏 

慢性疼痛患者の生活機能障害およ
び運動機能の実態とその関係性 
世代間比較 

Pain Rehabilitat
ion 

10(1) 21-26 2020 

牛田享宏,西原真理,尾
張慶子,永井修平,柴田
由加,神谷妙子 

末梢Aβ、Aδ、C刺激によるSomato
sensory Evoked Potentialの臨床
応用に向けての検討 

脊髄機能診断学 40(1) 33-38 2020 

田中創,西上智彦,大石
浩嗣,西川和孝,松田秀
策,徳永真巳,吉本隆
昌,牛田享宏 

【疼痛に対する最新の理学療法-治
療効果を最大化するための理論と
実践】変形性膝関節症におけるcla
ssificationを用いた介入 

理学療法ジャーナ
ル 

54(10) 1156-1164 2020 

井上雅之,西原真理,牛
田享宏 

【慢性疼痛と理学療法】慢性疼痛
に対する認知行動療法の臨床実践
と効果検証 

理学療法 37(5) 422-429 2020 

櫻井博紀,佐藤純,大道
裕介,青野修一,牛田享
宏 

【さまざまな気象関連痛とその対
処】気象関連痛の理学療法 

ペインクリニック 41(6) 777-784 2020 

中楚友一朗,井上雅之,
宮川博文,井上真輔,牛
田享宏 

【腰痛のリハビリテーション】腰
痛に対する多面的評価と介入 

Journal of Clini
cal Rehabilitati
on 

29(5) 455-462 2020 

牛田享宏 【痛みの診断と治療最前線】慢性
疼痛の分類・疫学 

日本医師会雑誌 149(1) 29-32 2020 

寺嶋祐貴,牛田享宏 【整形外科疾患に対する最近の新
薬】神経障害性疼痛に対する治療
薬 現在および今後期待される治
療薬について 

関節外科 40(3) 

 

303-307 2021 
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青野修一,牛田享宏 整形外科学におけるAIの応用 慢
性疼痛治療におけるAI技術の臨床
応用 疼痛診療支援AIシステムの
開発 

日本整形外科学会
雑誌 

95(1) 

 

9-15 2021 

Ogon I et al. Is the psoas major lipid conten
t associated with chronic low b
ack pain and spino-pelvic align
ment?    -A magnetic resonance 
spectroscopic study- 

Asian Spine J 14 430–437 2020 

Ogon I et al. Relevance between Schmorl's nod
e and lumbar intervertebral dis
c degeneration quantified with 
magnetic resonance imaging T2ma
pping in chronic low back pain 

Asian Spine J 14 621-628 2020 

Ogon I et al. Association between spinopelvic
 alignment and lumbar intervert
ebral disc degenerationquantifi
ed with magnetic resonance imag
ingT2 mapping in patients with 
chronic low back pain 

Spine Surg Relat
 Res 

4 135-141 2020 

Ogon I et al. Imaging diagnosis for intervert
ebral disc 

JOR Spine 3 e1066 2020 

Takashima H et al. Lumbar disc degeneration assess
ment usingT2* relaxation time w
ith ultra-short TE 

Magn Reson Imagi
ng 

73 11-14 2020 
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